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今
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寒
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、

イ
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イ
チ
コ
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荷
が
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0"，町内のたんぼのあちこちで半円形の白いビニール

ハウス が目に つきます。 各地からの花便りもにぎやか

な行楽ン ズンとともに東山腐さん(中角 )のハウス

ではイチゴの出荷が最盛期とな っています。 <写真〉

ミカンの暴落の減収分はイチゴで 一とハウス栽培に

乗り出してすでに� 6年 。� 13了のハウスで� 1万株を栽培
世帯数� 1.932 男� 

しています。 ハウス内の漁!支を 20度ぐらいに調整し， 人 口 �  8，237 女� 

収穫時には�  300ク を箱詰めにして大阪の市場に 出 荷。� 昭和� 52年 3月l日現花

男 女 計
1箱� 150円-300円く らいに売れるといわれます。� 

O …向由経消下にあ っては，価格の変動は必ず起る

といわれますが，数年来続い ているミカンの暴落はミ

カン農家にと って頭の痛いところ。� r曲 り 角 を迎え

たミカン栽培をどうするか」ということで¥いろんな

議論がされています。 そうい ったなかでホ複合経営仰

が注目されていますが， 東山さんが「昨年は�  17号台風

で株がっか り， また今年は厳しい寒さのため� 3割ぐ

らいの減収と なりました」と語るように，複合経営も ，

生
亡
入
出

出

死

転

転 

2 7 

6 l3 

7 l4 

l3 7 20 

その転作物の選択が重要なカギになるのではないでし

ょうか。

一復合経営農家をたずねて

広報かつうら 4月号d'B2号・昭和52年 4月1日発行・踊集と発行 勝浦喧蕗務課 でんわ(088542)-2511 (代).
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昭和52年 4月 1日 カゐ ワずコ

お
り
で
す
。

-
m
-
n
・
1

勝
浦

・
上
勝
議
会

ら 第82号 (2)

県
知
事
回
答
に
つ
き
、
町
議
会
全
員

協
議
会
を
開
催
し
、
回
答
事
項
を
検

昨
年
末
か
ら
の
経
過
は
つ
ぎ
の
と

合
同
協
議
会
(
正
木
タ
ム
防
災
対
策

に
つ
き
、
県
知
事
に
陳
情
す
る
こ
と

を
決
議
)

-
引
・ 

η
・
7

町
産
業
建
設
常
任

委
員
会
(
正
木
ダ
ム
防
災
対
策
に
関

す
る
陳
情
事
項
の
原
案
作
成
)

-
引
・ 

η
・
8

町
議
会
全
員
協
議

会

(
町
の
陳
情
書
を
作
成
し
、
決
議
)

勝
浦

・
上
勝
議
員
会
同
協
議
会 

(両

町
に
お
け
る
正
木
ダ
ム
防
災
対
策
に

関
す
る
陳
情
書
を
作
成
し
、
決
議
。

十
四
日
に
県
知
事
に
陳
情
す
る
こ
と

を
決
定
)

-
日
・ 

η
・
川

県
知
事
お
よ
び
県

議
会
へ
正
木
ダ
ム
防
災
対
策
に
つ
い

て
陳
情
。 

.
1
・
η
・ 

陳
情
書
に
対
す
る

M

陳
情
内
谷
と
県
知
事
の
回
答
の
槻

要
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

一
、
ダ
ム
操
作
規
則
を
制
定
す
る
に

つ
き
、
運
用
に
つ
い
て
は
勝
浦
川
流

域
の
市
町
村
の
意
見
を
十
分
間
く
と

と
も
に
、
運
用
ミ
ス
の
絶
滅
を
期
す

る
こ

と
。

〈
回
答 
V

ダ
ム
操
作
規
則
の
制
定
は
、

。 
d

一ふ叶-三一
日-

臼
・ 

1
・
7

立
川
逆
調
整
ダ
ム

か
ら
下
流
の
危
険
筒
所
に

つ
き
、
現

地
調
交
を
行
い
、
町
議
会
全
員
協
議

会
で
要
望
事
項
を
決
議
。

-
臼
・ 

1
・
刊

県
係
官
に
よ
る
要

望
事
項
等
に
つ
い
て
の
現
地
調
査

0

・
日

・ 
1
・ 

勝
浦
川
沿
岸
の
防

n

災
工
事
要
望
箇
所
調
書
の
作
成
お
よ

び
十
二
月
二
十
三
日
付
県
知
事
回
答

の
問
題
点
に
対
す
る
再
回
答
を
求
め

る
文
書
作
成
と
提
出
。

畠マ幻

・
1
・ 

勝
浦
・
上
勝
町
長
、

H
U

議
会
議
只
、
住
民
代
表
(
区
の
三
役
)

が
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

県
河
野
土
木
部
長
に
対
し
、
一
月
十

一
日
提
出
の
陳
情
事
項
に

つ
い
て
回

-
臼
・ 

2
・
7

京
都
大
学
土
木
工

学
部
へ
正
木
ダ
ム
に
関
す
る

つ
ぎ
の

事
項
に
つ
い
て
、
専
門
的
な
調
査
を

依
頼
。
①
ダ
ム
本
休
の
最
下
部
の
工

事
用
排
水
口
の
存
続
は
不
可
能
か

②
ダ
ム
流
水
の
濁
り
対
策
は
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
よ
い
か
③
正
木
ダ
ム

建
設
に
関
す
る
五
十
年
硲
率
は
適
正

答
を
求
め
、
質
疑
応
答
。
会
議
終
了

後
、
県
当
局
の
回
答
の

不
満
事
項
に

つ
き
蒋
回
答
を
求
め
る
こ
と
、
ま
た

る
こ
と
を
決
議
。

町
独
自
で
専
門
家
に
調
査
を
依
頼
す

2
-
m

に
算
定
さ
れ
て
い
る
か
④
予
備
放

流
水
位
を

一 
μ
下
げ
る
と
確
率
は
ど

の
よ
う
に
向
上
す
る
か
⑤
正
木
ダ

ム
操
作
規
則
お
よ
び
細
則
は
適
正
で

あ
る
か
。

-
日
・ 

2
・
日

東
京
工
業
大
学
工

学
部
へ
正
木
ダ
ム
に
関
す
る
五
項
目

(
京
大
と
同
内
容
の
も
の

)
の
調
査

依
頼
。 

-
臼

・ 
2
-m
二
月
九
日
付
県
知

市
中
第
三
回
自
の
回
答
に
つ
き
、

町
議

会
全
員
協
議
会
で
検
討
。
回
答
の
一

部
に
つ
い
て

、
二
十
六
日
に
陳
情
す

問
題
占
、
三
点
に

つ

-
幻
・ 

る
こ
と
を
決
議
。

河
川
法
第
十
凶
条
の
規
定
に
よ
り
、

関
係
市
町
村
長
の
意
見
を
聞
く
、
」
と

に
な

っ
て
い
る
。
操
作
規
則
、
川
抑
制

の
説
明
を
行
い
、
意
見
は
十
分
に
尊

亘
し
た
い

。

ま
た
ダ
ム
の
運
用
に
つ
い
て
は
、

ゲ
|
ト
等
機
械
電
気
設
備
の

「山
'
検

整
備
基
準
」
を
定
め
、
ダ
ム
施
設
の

笠
備
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、
ダ
ム

管
理
休
制
を
充
実
す
る
。
ま
た
、
日
常

に
お
い
て
は
、
怨
定
洪
水
に
対
し
て

い
て
県
河
川
課
長
に
陳
情
。

実
際
の
洪
水
瞥
戒
体
制
時
と
同
様
の

訓
練
を
実
施
す
る
等
、
連
用
ミ
ス
の

絶
滅
に
万
全
を
期
し
た
い
。

二
、
流
水
汚
濁
を
防
止
す
る
施
策
と

し
て
、
ダ
ム
最
下
部
の
工
事
用
排
水

口
を
存
続
し
、
濁
度
を
二
十
川
以
内

と
す
る
こ
と
。

〈
回
答
〉
工
事
用
仮
排
水
口
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
閉
塞
(
へ
い
さ
く
)
す
る

も
の
と
し
て
、
仮
設
置
し
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
を
空
洞
と
し
て
存

の防災対策をどうする

諸問題を再検討， 県に陳情

治山・治水 ・県道改良にみなさんの夢を乗せた 


正木ダムも，いよいよ完成の日を迎えようとして 


いますが.最近，全国的に流水汚濁等のダム公害 


問題が提起され， ダム施設の見直しが緊急課題と 


なってきました。


正木ダムについても，例外ではありません。こ 


の際，諸問題について再検討を行し¥みなさんの 


やj託にお答えするため，上勝町共々に県当局に対 


して陳情いたしましたので，その経過について報 


告します。
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MUS04
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MUS04
テキストボックス
経過報告

MUS04
テキストボックス
正木ダムの防災対策をどうする諸問題を再検討県に陳情
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統
す
る
こ
と
は
、
ダ
ム
の
椛
造
上
、

安
定
上
か
ら
し
て
現
段
階
で
は
不
可

能
で
あ
る
。

ま
た
流
水
汚
濁
に
つ
い
て
は
、
平

均
的
に
考
え
て
、
洪
水
後
七 

十
日

で
問
題
点
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

正
木
ダ
ム
は
早
明
浦
タ
ム
や
長
安

ロ
ダ
ム
と
違
っ
て
、
洪
水
時
は
底
部

放
流
、
平
常
時
は
表
面
取
水
の
で
き

る
最
高
の
設
備
を
し
て
い
る
。
仮
り

に
濁
り
問
題
が
起
っ
た
場
合
の
対
策

と
し
て
は
、
濁
り
の
発
生
源
の
除
去

と
緊
急
臨
時
の
他
世
と
し
て
、
そ
の

状
況
に
応
じ
て
関
係
者
の
意
見
を
尊

重
し
、
ダ
ム
運
用
方
法
を
変
更
す
る

等
の
対
応
が
考
え
ら
れ
る
。

三
、
濁
水
の
放
流
と
五
十
年
確
率
に

対
す
る
不
安
の
除
去
の
た
め
、
予
備

放
流
水
位
を
現
在
の
計
画
位
置
よ
り

大
幅 

一
四
八
、 

0
0
0
)
に

下
げ
る
こ
と
。

〈
回
答
〉
正
木
ダ
ム
の
洪
水
調
節
計

画
は
、
既
往
実
鰍
最
大
の
ジ
ェ 

ン

台
風
を
上
ま
わ
る
計
画
高
水
量
(
ダ

ム
地
占
…
)

一
、
五 

呪
の
う
ち
、

六
五 

を
調
節
し
、
八
五 

吸
を

放
流
す
る
も
の
で
あ
り
、
多
雨
地
帯

の
他
ダ
ム

比
較
し
て
、
五
十
年
般
車

の
洪
水
は
十
分
調
整
で
き
る
。

和
五
十
二
l
五
十
六
年

'
J

l
v ま

た
正
木
ダ
ム
は
洪
水
調
節
、
成

o

業
用
水
、
工
業
用
水
の
供
給
お
よ
び

発
電
の
目
的
を
持
つ
多
目
的
タ
ム
で

あ
り
、
各
事
業
者
が
費
用
を
負
担
し

て
建
設
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
現

在
の
計
画
を
変
え
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。

四
、
ダ
ム
上
流
の
山
腹
崩
壊
お
よ
び

ダ
ム
貯
水
に
よ
る
山
腹
崩
壊
予
想
地

域
は
、
貯
水
前
に
防
災
工
事
を
施
行

す
る
こ
と
。

〈
回
答
〉

ダ
ム
上
流
の
山
腹
崩
壊
対

策
と
し
て
、
第
五
次
五
か
年
計
画
(
昭

)
の
中
で
砂


防
堰
(
せ
き
)
堤
二
器
、
谷
止
め
工
十


廿
盤
、
山
政
工
四

・
五
ヘケりを
尖
施
で
き


る
よ
う
国
に
対
し
て
要
望
し
て
い
る
。


ま
た
地
す
ベ
リ
対
策
と
し
て
、
今


後
の
状
況
等
に
よ
り
、
緊
急
度
の
高


い
と
ニ
ろ
か
ら
対
策
工
事
を
実
施
し


』五
、
ダ
ム
上
流
の
開
発
事
業
施
行
に

あ
た
っ
て
は
、
残
土
処
理
に
万
全
の

施
行
を
し
、
特
に
谷
川
に
は
絶
対
に

放
置
し
な
い
こ
と
。

〈
回
答 
v 
t
川
祝
指
導
を
行
い
、
十
分

に
留
意
す
る
。

六
、
勝
浦
川
の

一
級
河
川
昇
格
を
強

く
国
に
要
請
す
る
こ
と
。

〈
回
答
〉
要
望
に
そ

っ
て
努
力
し
た

七
、
立
川
逆
調
整
ダ
ム
か
ら
下
流
の

越
流
堤
を
す
べ
て
抜
水
堤
に
改
修
整

備
を
す
る
こ
と
。

な
お
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
昭

和
五
十
二
年
度
に
調
査
貨
を
計
上
し
、

速
や
か
に
着
工
す
る
こ
と
。

〈
回
答
〉

昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
調


査
を
開
始
す
る
。
全
体
計
画
樹
立
後


に
下
流
改
修
の
進
行
状
況
お
よ
び
他


へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
部
分
着
工
で


き
る
も
の
に
つ
い
て
は
第
五
次
五
か


年
計
画
(
昭
和
五
十
二 
1
五
十
六
年
)


の
中
に
組
み
入
れ
た
い
と
考
え
て
い


ヲ也
。

、、

i

位 百 万 円)

/ー¥

八
、
県
道
徳
島
上
那
賀
線
を
早
急
に

お
か
所
に
設
置
さ
れ
た
サ
イ
レ
ン
、
放

流
す
る
と
き
に
鳴
り
ま
す

二
車
線
に
改
良
整
備
す
る
年
次
実
施

計
画
を
明
示
す
る
こ
と
。

〈
回
答
〉

昭
和
五
イ

一
年
度
に
町
生

名
バ
イ
パ
ス
が
完
成
す
る

の
で
、
昭

勝
町
落
合
間
の
約
二
十
日
の
区
間
を

改
良
区
間
と
し
て
取
り
上
げ
、
重
要

援
倫
路
線
と
し
た
い
。

ま
た
、
す
で
に
事
業
化
し
て
い
る

工
区
に
つ
い
て
の
改
良
年
次
計
画
は

っ
さ
の
表
の
と
お
り
で
あ
り
、
与
川
内

平
聞
の
未
着
工
区
間
に
つ
い
て
も
、

各
工
区
の
進
行
状
況
を
み
な
が
ら
随

時
工
区
を
設
定
し
て
、
昭
和
六
十
五

年
に
は
務
備
が
完
了
す
る
よ
う
努
力

し
た
い
。

な
お
、
横
瀬
械
の
架
換
と
中
角


野
上
橋
の
改
良
笠
備
に
つ
い
て
、
横


瀬
橋
は
幅
員
五
・
五
幻
と
、
ほ
ぽ
二


車
線
が
確
保
さ
れ
、
歩
道
(
二

・
0


い
川
)
も
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
早


急
に
架
換
の
必
要
は
な
い
と
考
え
て


い
る
が
、
老
朽
度
や
今
後
の
交
通
量


の
増
加
等
を
勘
案
し
て
長
大
橋
脚
蛍
備


計
画
に
組
み
入
れ
、
仰
木
換
の
時
期
を


定
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
中
角
か


ら
野
上
橋
ま
で
に
つ
い
て
は
、
は
ぽ


二
車
線
は
確
保
さ
れ
て
お
り
、
今
後


は
舗
装
新
設
お
よ
び
特
改
四
種
事
業


等
に
よ
り
昭
和
五
十
三
年
度
ま
で
に


舗
装
は
完
了
し
た
い
。
中
角
地
区
の


改
良
に
つ
い
て
は
昭
和
五
十
二
年
度


か
ら
、
そ
の
他
の
二
車
線
不
足
の
箇


j 和
五
十
二
年
度
以
降
は
、
横
瀬
i
上

所
に
つ
い
て
は
、
用
地
の
協
力
が
得

ら
れ
る
箇
所
か
ら
県
単
独
事
業
で
盤

備
す
る
よ
う
努
力
し
た
い
。 

県道徳島上那賀線改良整備年次計画 (111

工 区 延長 事全業体費 
51年度  
まで

52 53 54 55 56 

横i頼ー与川内
回 

2.0 444 124 60 90 170 

平間一落合  2.5 906 54 991 179 350 224 

正 木 1.3 426 426 

与川内一平間 14.0 5，600 201 150 

境 野 0.2 93 26 25 42 

計 7，469 576 139 231 349 370 374 
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町
に
お
い
て
も
こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
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内
同
村
の
総
合
艶
備
を
め
ざ
し
て
モ
デ
ル
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
し
…

…
た
が
、
こ
の
ほ
ど
実
地
計
画
が
採
択
さ
れ
、
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
七
年
…

…
計
画
で
十
二
億
円
の
事
業
の
実
施
に
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
�
 

…

こ
の
計
画
は
、
①
牒
業
生
産
基
盤
的
知
備

(は
場
盤
備
・

州融
業
用
排
水
施
一

…
設
整
備

・
成
道
慾
備
�
 
)
②
農
村
環
境
基
盤
整
備
�
 (農
村
罪
法
幸
福
・
炭
…

…
業
集
落
排
水
施
設
整
備

・
営
農
飲
雑
水
施
設
敵
軍
備

・
用
地
整
備

・
集
落
防
…
�
 

…

災
安
全
施
設
盤
備
)
③
農
村
環
境
施
設
整
備
(
農
業
集
落
環
岐
管
理
施
設

…

援
備

・
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
整
備

・
農
村
公
園
盤
備
�
 
)
に
区
分
さ
れ

一
て
お
り
、
町
の
調
和
あ
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
�
 

…

一

こ
れ
ら
の
区
分
に
よ
る
事
業
計
画
の
概
要
は

つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

一

、h
y

一

農
村
が
健
全
に
発
展
す
る
た
め
に
は
、
農
業
の
、

昨

地

か

川

村
の
生
活
環
境
の
艶
備
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、

実

拾

�

 υ
四
有
三
十
の
市
町
村
に
お
い
て
モ
デ
ル
事
業
主

で

閉

ま

}

附

落

刈

骨

司

部

川

川

や

削

明

川

要

1料

¥

}

性
の
高
い
脱
業
育
成
と
商
福
祉
炭
村
の
建
設
を
め
�
 

口
的
な
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

れ
た
事
業
費
で
住
民
の
意
向
を
い
か
に
吸
い
上
げ
、
�
 

り
入
れ
て
い
く
か
が
重
要
な
重
で
あ
り
ま
し
た
。
�
 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
住
民
の
意
向
調
査
や
部
落
説

要
望
事
項
の
と
り
ま
と
め
を
す
る
な
か
で
、
長

MUS04
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星
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)
 

A
V
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排
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整
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二
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�
 O
μ
(
掛
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�
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農
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盤
備
十
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四
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四
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灰
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坂
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浦
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日
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込

図
に
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
下

す
る
と
き
は
、
十
ア
ー
ル
当
り
グ
ラ

モ
キ
ソ
ン
三
百
幻
を
百
八
十 
1
二
百

年
金
制
度
の
限
界
を
克
服

農
業
者
年

金

基

金2竺監� ] 

;・

l農年ほして安心

離
農
給
付
金
も
支
給

す
る
こ
と
。

+

自
作
地
の
所
有
権
の
移
転
ま
た

は
使
用
収
益
権
の
設
定
、
小
作
地
の

使
用
収
益
権
の
設
定
ま
た
は
移
転
は
、

転
用
目
的
で
な
く
農
耕
呂
的
で
行
う

ニル」。

適
格
な
第
三
者
と
は

適
格
な
第
三
者
と
は
つ
ぎ
の
者
で

す。。
州
民
業
者
年
金
の
加
入
者

昭和52年� 4月� 1日 ヌb イコ フ ら 第82号 (6) 

本
年
は
例
年
に
な
く
寒
い
冬
で
、

落
葉
も
多
く
樹
が
非
常
に
衰
弱
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
陽
気
と
と
も
に
新

芽
の
発
生
が
始
っ
て
お
り
ま
す
。
・
や

が
て
病
害
虫
の
発
生
も
活
発
に
な
り

ま
す
。
そ
う
か
病
の
多
発
閣
や
ヤ
ノ

ネ
カ
イ
ガ
ラ
虫
発
生
図
で
は
今
後
よ

く
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

病
害
防
除

昨
年
は
普
通
、
早
生
国
と
も
そ
う

か
病
発
生
園
が
非
常
に
多
く
困
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
ら
の
図
は
今
月
の
下

旬
ご
ろ
に
防
除
が
行
わ
れ
て
い
な
い

旬
に
ト
ッ
プ
ジ
ン 

千
倍
液
ま
た
は

べ
ン
レ
|
卜
二
千
倍
液
を
散
布
し
て

く
だ
さ
い
。

土
壌
管
理

気
温
が
上
り
、
適
当
私
水
分
が
あ

る
と
雑
草
は
急
速
に
大
き
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
の
処
置
が
遅
れ
ま
す
と
、

み
か
ん
樹
と
養
水
分
の
奪
い
合
い
と

な
り
、
ま
た
下
枝
に
つ
く
新
葉
の
充

M

実
が
悪
く
開
花
時
期
も
遅
れ
る
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
雑
草
の
小
さ
い

時
期
に
中
耕
を
兼
ね
て
抜
き
取
る
か
、

刈
取
や
除
草
剤
の
散
布
を
す
る
な
ど

し
て
地
面
に
直
接
日
光
を
当
て
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
除
草
剤
を
使
用

円
山
の
水
に
溶
か
し
む
ら
な
く
散
布
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
傾
斜
地
で
は
土

壌
流
亡
防
止
を
兼
ね
、
等
高
線
に
そ

っ
て
竹
を
敷
い
た
り
、
電
の
ヒ
ゲ
(
タ

マ
ッ
ク
)
の
植
付
を
行
う
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

不
良
系
統
樹
の
更
新

当
然
加
入
、
任
意
加
入
を
聞
い
ま

句
ご
ろ
ま
で
に
腹
接
に
よ
る

「
一
挙

川

地
三
十
円
以
上
に
つ
い
て
農
業
を
営

せ
ん
。
た
だ
し
、
離
農
し
よ
う
と
す

更
新
法
」
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

州

ん
で
い
る
人
で
、
②
淡
業
者
年
金
に

る
人
の
後
継
者
で
後
継
者
加
入
を
し

早
生
で
は
オ
キ
ツ
、
中
生
は
庁
山

川

加
入
で
き
な
か

っ
た
股
業
笠
甲
白
主
で

て
い
る
者
は
除
か
れ
て
い
ま
す
。

系
、
条
件
の
よ
い
畑
で
は
十
万
等
が

川

引
き
続
き
五
年
以
上
波
業
を
行
う
か

。
農
業
者
年
金
の
加
入
者
で
な
い
場

よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
町
内
で
い
く

川

股
業
に
従
事
し
て
い
た
人
が
、
つ
ぎ

ム口

つ
か
貯
蔵
用
と
し
て
の
新
ら
し
い
系

酬

に
よ
り
離
脱
し
た
場
合
に
百
十
四
万

農
地
等
を
穣
り
受
け
る
時
点
に
お

統
も
見
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

川

円
ま
た
は
四
十
九
万
円
の
殿
内肱
給
付

い
て
、
年
齢
が
六
十
歳
未
満
て
つ
ぎ

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

幾
業
経
営
の
用
に
供
し
て
い
る

マ

自
己
名
儀
の
経
営
農
地
が
五

十円 
1

以
上
あ
る
経
営
主
(
年
金

州
地
を
含
み
ま
す
)
の
全
部
を
処
分
し

の
当
然
加
入
資
格
規
模
と
同
じ

川
て
農
業
経
営
を
や
め
る
か
、
ま
た
は

で
す
)

酬

十

ベ
以
下
の
規
模
に
農
業
経
営
を
縮

マ
自
己
名
儀
の
経
営
農
地
が
三

+
ぺ
以
上
五
十
ぺ
未
満
で
あ
っ

て
年
聞
の
投
下
労
働
時
聞
が
七

川
な
第
三
者
に
所
有
権
を
移
転
す
る
か
、

百
時
間
以
上
あ
る
経
営
主
(
年

川

ま
た
は
十
年
以
上
の
期
間
を
も
っ
使

金
の
任
意
加
入
資
格
規
模
と
同

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

じ
で
す 
)

こ
れ
ら
の
系
統
の
椋
木
入
手
の
で
き

る
か
た
は
試
験
的
に
官
間
接
を
か
け
て
川

み
る
の
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

川

自
作
地
ま
た
は
小
作
地
(
採
草
放
牧

川

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・

整
枝
、
せ
ん
定

二
月
、
三
月
号
と
連
続
し
て
記
載

し
ま
し
た
が
、
各
地
の
巡
回
を
し
て

み
て
も
、
ま
だ
手
つ
か
ず
の
闘
地
も

あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
、
軽
く
て
も
よ
い
か
ら
一
通
り
は

川
小
し
た
場
合
。

川 

+

こ
の
場
合
、
自
作
地
は
、
適
格

川
用
収
益
権
を
設
定
す
る
こ
と
。

人J

みかん、ハウス耕告での暖房施設

、、~

川
小
作
地
は
適
格
な
第
三
者
に
対
し
、

。
農
業
生
産
法
人

防
風
林
の
植
付
と
刈
込
み

川
小
作
地

の
使
用
収
益
権
の
設
定
、
移

。
農
業
協
同
組
合
、
同
迎
合
会
ま
た

一
6
}

二
月
の
異
常
な
寒
さ
と
季
節

川
転
を
行
、っか
、
ま
た
は
地
主
に
返
還 

山
肱
事
組
合
法
人

A
H
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胤
に
よ
り
、
本
来
防
風
対
策
か
必
要
・

な
園
地
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
対
策

が
出
来
て
い
な
い
た
め
落
葉
を
助
長

し
て
い
る
細
川
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
防
風
垣
の
組
付
を
行

っ
た
も
の

の
刈
込
み

の
管
理
が
で
き
ず
、

山
林

て3

助� 

-
ア
プ
ラ
虫
に
は
エ
ス
ト
ッ
ク
ス
千

五
倍
液
を
新
築
発
生
初
期
に
必
ず
散M

布
し
て
く
だ
さ
い
。
(
葉
が
巻
い
て
し

ま
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
)

争
く
ろ
は
し
病
に
は
ト
ッ
プ
ジ
ン

千
五
倍
液
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

低
迷
す
る
み
か
ん
状
勢
に
対
し
、
，

刷
業
を
取
り
入
れ
た
り
、
出
稼
に
出

た
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
冬
期
に
遊

ん
で
い
る
水
田
を
利
用
し
ハ
ウ
ス
イ

チ
ゴ
を
栽
培
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

過
去
数
年
間
に
お
け
る
市
場
の
販
売

価
格
を
み
て
も
、
か
な
り
有
利
に
販

売
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
上
手
に
取

り
組
め
ば
み
か
ん
と
の
両
立
も
可
能

で
、
家
族
そ
ろ

っ
て
楽
し
く
働
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
栽
地
希
望
者
は
、

親
株
首
ぬ
手
配
都
合
も
あ
り
ま
す
の

で
早
自
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

親
株
植
付

十
円
ー
を
栽
培
す
る
場
合
は
苗
床
而

状
態
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
日
照
不
足
と

な
り
、
品
質
の
低
下
は
も
ち
ろ
ん
、

収
最
も
下
り
、
か
え
っ
て
病
虫
害
の

発
生
を
多
く
し
て
い
る
例
さ
え
見
ら

れ
ま
す
。
こ
の
際
、
杉
、
機
等
を
五

桜
が
約
四
日 
l

、
親
株
は
七
十 
1
百
株

が
必
要
で
す
。
ま
ず
苗
床
一
円
1

に
対

し
堆
肥
二
百
察
、
常
時
配
合
十
銭
を
施

周
し
、
耕
悲
し
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て

幅
三 

μ
の
畝
を
作
り
、
畝
の
片
側
(
風

上
が
よ
い
)
に
株
間
一

幻
の
間
隔
で

槌
付
(
中
下
旬
ご
ろ
)
し
て
く
だ
さ
い
。

で
き
る
だ
け
土
を
つ
け
植
傷
を
防
ぎ
、

活
着
後
に
ク
サ
キ
ラ
ー
を
一
ぺ
当
り

四
十
づ
を
水
十 
i
十
五
川
町
に
溶
か
し
、

株
を
さ
け
て
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

ノ7t
苗
代
準
備
の
た
め
、
下
旬
に
除
草
、

T

耕
転
を
し
て
く
だ
さ
い
。
種
子
は
塩

水
選
を
行
い
、
比
重
の
軽
い
も
の
は

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
よ
別
表
参
照
)

塩
水
選
の
終
っ
た
種
子
は
よ
く
水
洗

い
を
し
、
い
も
ち
病
、
パ
カ
首
病
、

コ
7
ハ
ガ
レ
病
の
防
除
の
た
め
、
ベ

ン
レ
ー
ト 

ま
た
は
ホ
|
7
イ
果
粒

の
二
百
倍
液
に
二
十
四
時
間
浸
淡
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
消
毒
法
の
詳
細
に
つ
い
て

は
効
能
岱
を
よ
く
説
ん
で
間
述
い
の

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

十
1
六
十
勺
間
隔
に
植
え
付
け
、
山

林
状
態
に
な

っ
て
い
る
も
の
は
、
一

本
お
き
に
間
引
く
か
、
思
い
切
っ
た

校
の
切
り
返
し
を
行
い
、
日
光
や
風

通
し
を
よ
く
し
て
く
だ
さ
い
。

酬
。
地
方
公
共
団
体

酬
。
農
地
保
有
合
理
化
法
人

酬

。
畜
産
共
同
利
用
施
設
の
設
置
運
営

川
樹
園
地
の
近
代
化
に

の
利
用
を

b 
米る

つ卜¥二 ら
ら 米

比� 
2.110 g1.13 

lfi 

食木�  
10 

I孟� t 
lω 1.550 g 

グ〉
 

え

粧品 


l

側

等

を

行

う

法

人

酬
。
農
業
者
年
金
基
金

州
こ
の
説
明
の
中
で
農
業
者
年
金
に

川
加
入
で
き
な
か

っ
た
等
の
燥
業
経
営

州
主
と
は
、
①
大
正
五
年
一
月
一
日
以

川
前
に
生
れ
た
者
②
厚
生
年
金
な
ど

期
間
が
三
年
未
満
の
者
④
任
意
加

入
資
格
者
で
加
入
の
申
出
を
し
な
か

っ
た
者
な
ど
を
い
い
ま
す
。

離
農
給
付
金
は
、
年
金
事
業
の
補

完
的
な
措
謹
で
あ
り
ま
す
の
で
、
昭

和
五
十
五
年
五
月
十
五
日
ま
で
に
限

っ
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

離
脱
を
思
考
さ
れ
て
い
る
か
た
、

も
っ
と
く
わ
し
く
知
り
た
い
か
た
は

股
業
委
員
会
事
務
局 
(町
役
場
内
)
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

川
他
の
被
用
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る

川

者
③
農
業
者
年
金
へ
の
加
入
資
格

川
ブ
ル
ド
ー
十

力

州

み
か
ん
経
営
の
合
理
化
を
図
る
た

川

め
、
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
小
型
プ
ル

タ
マ
ネ
ギ

州

ド 

ザ
ー
を
設
置
し
て
股
家
の
み
な

ベ
ト
病
に
は
オ 

ソ
サ
イ
ド
六
百

l

l

川
さ
ん
に
ご
利
用
願

っ
て
い
ま
す
。

川

改
植
、
股
道
(
園
内
道
)の
新
設
、

川
既
設
道
路
の
艶
備
な
ど
に
せ
い
ぜ
い

川
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

川 
-
利
用
申
込
み

川

農

業

セ
ン
タ
ー
で
所
定
の
申
請
書

川

に
必
娯
事
項
を
記
入
し
て
市
込
ん
で

川
く
だ
さ
い
。

川 
-
利
用
料
金

川

実

働

一
時
間
あ
た
り
二
千
七
百
円
。

川

・
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
運
搬
に
必
要
な

州

経
費
は
金
総
利
用
者
の
負
担
と
な
り

川
ま
す
。

川 

-
巡
搬
作
業
は
内
肱
業
セ
ン
タ
ー
山
叶
印
刷

川

の
オ
ペ
レ
ー
タ
が
行
い
ま
す
。

川 

-
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
従
業
セ

川

ン
タ 
| 

(
倉

一
一
一
丘
八
)
へ
お
問

酬
い 

わ
せ
く
だ
さ
い
。

倍
液
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

-
収
機
は
早
目
に
行
い
、
そ

の
日
の

う
ち
に
出
荷
し
て
く
だ
さ
い
。
将
来

親
竹
と
し
て
残
す
竹
は
、
早
く
出
た

タ
ケ
ノ
コ
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

+
栽
培
管
理
要
領
舎
を
厳
守
し
、
特

に
温
度
管
理
に
は
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

A
H

~\ 

塩水選の濃度
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E 妊脳刀期のかたは� 2
医
療
費
に
つ
い
て
考
え
よ
う

医
療
費
は
ふ
え
つ
づ
け
る

わ
た
し
た
ち
が
お
医
者
さ
ん
に
か

か
っ
た
と
き
の
費
用
は
、
ま
ず
そ

の

と
き
か
か

っ
た
す
べ
て
の
額
の
三
割

を
わ
た
し
た
ち
自
身
が
窓
口
て
支
払

い
ま
す
。
そ
し
て
残
り
の
七
割
は
、

国
民
健
康
保
険
(国
保
)
が
支
払
う
の

で
す
。こ

の
国
保
が
支
払
う
七
割
分
は
、

国
の
補
助
金
と
わ
た
し
た
ち
の
税
金

で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

ヮ“

げ
ま
し
ょ
う
。

4
月
か
ら
保
険
証
が
か
わ
り

ま
し
た

す
で
に
、
住
民
税
の
申
告
の
と
き

に
新
し
い
保
険
証
(
桃
色
)
の
交
付
を

受
け
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で

療
費
は
、
毎
年
ふ
、
え
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
ふ
え
方
は
、
は
う
っ
て
お
い
て

も
毎
年
占
え
て
い
く
自
然
増
と
い
わ

れ
る
も
の
と
、
医
療
費
の
値
上
げ
に

よ
っ
て
ふ
え
る
も
の
と
二
つ
あ
り
ま

す
。
医
療
費
が
ふ
え
つ
づ
け
る
と
限

り
の
あ
る
国
保
財
政
を
圧
迫
す
る
こ

と
に
な
り
、
国
保
制
度
の
危
機
に
直

z 


面
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

そ
れ
は
わ
た
し
た
ち
自
身
の

負
担
と
な
る

そ
れ
は
わ
た
し
た
ち
に
直
接
か
か

わ
り
の
あ
る
保
険
税
の
値
上
げ
と
い


う
こ
と
で
す
。
国
保
財
政
が
苦
し
く


な
っ
た
場
合
は
、
保
険
税
を
引
き
上


げ
て
補
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま


り
、
わ
た
し
た
ち
自
身
の
負
担
が
大


き
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。


医
療
費
に
関
心
を

昭
和
五
十

一
年
も
医
療
費
の
値
上


げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
の
傾


で
は
、
や

っ
て
い

け
な
い
と
い
う
お


こ
の
よ
う
に
し
て
支
払
わ
れ
る
医

医
者
さ
ん
の
技
術
料
そ
の
他
の
俄
上

2 特に注意を� E 

Z ・風疹(しん)の豆知識・� 

d
三 最近、風疹が大流行していま 三

三 す。風疹は，はしかやかぜと 同 三

三 じように，風疹ウィルスが患者 三

三 ののどから相ド出されて. これを 三

三吸った人が感染します。よく感 三

三 染させる期間は発疹の出る� 2- 三

三� 3日前から発疹が出てから� 5日 三

三聞 くらいまでと考えられています。 三

三 症状とし ては発熱と発疹が同 三

三時に見られるのが特徴です。か 三

\~ 	
三 ゆみはあまりないのが普通です 三

三ヵヘ ときには草ド常に強いかゆみ 三

三 を訴えることがあります。 三

三 風疹による被筈の最大のもの 三

三 は，妊娠初期の婦人が感染した 三

三場合に)治児におこる障害です。 三

三 一番多く見られる障害は先天性 三

三白内陸，先天性心臓奇形，視力 三

三障害です。これに知能低下ゃ 三

三小頭症を伴うこともあります。 三

三これ らは妊娠初期に感染するは 三

三 ど重症で，妊娠�  1 - 2か月 三

三時では 50~';，以上， 3か月以内で 三

三� 20;，';;，妊娠 6か 月以上になると 三

三心、酉己はほとんどなくなってきま 三

三 す。� J瓜疹をニ予防するためには，三

三前 もって抗体を調べてお くこと 三

げ
が
認
め
ら
れ
た
の
で
す
。

こ
こ
で
、
国
保
が
支
払
う
七
割
分

が
グ
ン
と
ふ
え
る
こ
と
に
な

っ
た
の

で
す
。
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
わ
た
し

た
ち
の
保
険
税
を
や
た
ら
に
引
き
上

げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
一
方
、

国
保
の
健
全
財
政
も
保

っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
こ
と

を
考
、
え
る
と
わ
た
し
た
ち
は
、
医
療

費
に
つ
い
て
も
っ
と
考
、
ぇ
、
も
っ
と

関
心
を
持
た
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

っ
さ
の
グ
ラ
フ
か
ら
も
勝
浦
町
の

医
療
費
の
動
向
が
良
く
わ
か
り
ま
す
。

お
と
し
よ
り
が
お
医
者
さ
ん
に

か
か
る
と
き

お
と
し
よ
り
の
か
た
が
お
医
者
さ

ん
に
か
か
る
と
き
、
保
険
証
と
老
人

医
療
費
受
給
者
証
は
必
ず
持

っ
て
行

き
ま
し
ょ
う
。
老
人
医
療
受
給
者
証

だ
け
で
は
診
察
が
受
け
ら
れ
な
い
の

で
す
。
ま
た
、
お
と
し
よ
り
の
か
た

が
お
医
者
さ
ん
に
行
く
と
き
は
、
家

族
の
か
た
も

『「
保
険
証
」
も

っ
と
る

で
/
』
と
や
さ
し
く
問
い
掛
け
て
あ 

使
用
し
て
い
た
保
険
証 
(水
色
)は、

i 
年間� 1，500万円の 喜
消費税収入があります三

三 です。抗体がなければ， 結婚前 三 老人医療費の占める割合
qδ

三 にワケチンによって免疫を獲得 主
仁二コ医療費総額

主 しておくことが必要です。 三 266，131 
WlAI老人医療費� 235.4% F円

千円、、， 三守会マ&マ."マ"マ""ゐマゐマゐ?ゐマゐマ4与 三� 

Z たばこは町内の� Z 

Z 庖で買いましょう� 

三
三

重� 20本入りのたばこ� l箱買えば-

三� 11fTへ約27同のたばこ消費税が入 三

三り ます。

三 昭和51年度にarrへ入った帆た 三

三� Lfこ消資税、、はなんと� 1，500万 三

三円。町歳入の大きな財源とな っ 三

三 ています。 三

三 しかし，これは町内の庖でた 三

三 ばこを買っての話。ぜひ町内で 三

三 買 うようご協力ください。 三

四
月
か
ら
使
用
で
き
ま
せ
ん
か
ら
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ま
だ
新
し
い
保
険
証
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
か
た
は
、
今
す

ぐ
、
役
場
の
窓
口
で
新
し
い
保
険
証

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た

と
き
は
届
出
を

四
1
五
月
に
な
れ
ば
会
社
の
社
会

保
険
に
加
入
さ
れ
る
か
た
が
多
く
な

り
ま
す
。
あ
な
た
の
ご
家
族
で
国
民

健
康
保
険
か
ら
社
会
保
険
に
加
入
し

た
と
き
は
、
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
届
出
が
な
け
れ
ば
、
保
険
税

が
賦
課
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
険
を
脱
退
し
た
と

き
も
、
十
四
日
以
内
に
届
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

MUS04
スタンプ
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MUS04
テキストボックス
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妊娠初期のかたは特に注意を
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保
育
所
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
す

は
じ
め
て
入
所
さ
れ
る
お
母
さ
ん
へ

，ー『¥

A
V

夜
は

一
人
で
寝
ら
れ
る
。
�
 

衣
服
は
時
聞
が
か
か

っ
て
も
一

人

で
務
た
り
ぬ
い
だ
り
で
き
る
。

争
好
き
嫌
い
を
せ
ず
何
で
も
食
べ
、

食
事
は
三
十
分
位
で
終
る
よ
う
に

す
る
。

+
便
所
へ
は

一
人
で
行
か
れ
る
よ
う

に
し
、
大
使
は
毎
朝
登
所
前
に
す

ま
せ
る
よ
う
習
慣
づ
け
る
。

+
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
、
何
で
も

自
分
で
す
る
。

以
上
の
点
に
つ
い
て
、
入
所
を
機

会
に
あ
せ
ら
ず
、
少
し
ず
つ
努
力
し

て
い
く
こ
と
が
「
よ
い
子
」
を
育
て

る
秘
決
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

た

一
悔
一
社
会
総
合
大
学
が
閉
講

一

臨

一

ユ

ニ

ー

ク

な

社

会

教

育

に

注

目

ユ
ニ
ー
ク
な
社
会
教
育
形
態
と
し

て
他
の
町
村
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た

社
会
総
合
大
学
は
三
月
九
日
、
そ
の

全
学
習
課
程
を
終
、
ぇ
、
福
祉
セ
ン
タ

av e
三
階
に
受
講
者
二
百
人
が
出
席
し
、


閉
講
式
を
行
い
ま
し
た
。

〈
写
真〉


L

式
は
、
表
彰
お
よ
び
記
念
品
贈
呈


に
は
じ
ま
り
、
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
、


堺
町
長
、
岡
本
社
会
教
育
委
員
長
の


祝
辞
と
続
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
元


県
教
育
長
の
向
島
安
市
先
生
の
海
外


視
察
体
験
を
ふ
ま
え
た
「
海
外
見
て


あ
る
記
�
 と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
、


出
席
者

一
同
強
く
感
銘
を
受
け
て
い


ま
し
た
。


当
日
、
表
彰
さ
れ
た
か
だ
は
っ
き

の
と
お
り
で
す
。

自
分
の
名
前
が
は

っ
き
り
い
、
え
る
�
 
o
 

/¥ 

こ
の
温
か
い
気
持
に
、
同
校
で
は

「
い
つ
ま
で
も
母
校
を
愛
す
る
こ
の

先
輩
の
か
た
が
た
の
気
持
を
、
生
き

た
教
材
と

し
て
教
育

に
生
か
し

な
カ
ら

卒
業
生
の

ま
す
ま
す

の
ご
活
躍

を
祈
り
た

い
」
と
成
~

謝
し
て
い

ま
し
た
。

(
中
角
)
、
倉
橋
勝
次
(
中
山
)
、
白
草

モ
ト
子
(
生
名
)
、
東
山
正
吾
(
中
角
)
、

幸
野
照
子
(
徳
島
市
)
、
米
康
正
太
郎

(
坂
本
)
。

努

力

賞

久
園
長
寿
会
、
坂
本
東
長
寿
会
、

生
名
楽
三
会
、
中
角
楽
三
会
、
婦
人

会
石
原
支
部
、
婦
人
会
棚
野
支
部
。

小
松
島
保
健
所
か
ら
の
記
念
品

瀬
戸
ち
ま
(
沼
江
)
、
坪
内
初
衣

(
沼
江
)
、
中
野
フ
ミ
子
(沼
江
)、
大

井
珍
校
(
沼
江
)
、
中
カ
ツ
ミ
(
沼
江
)
、

真
木
美
智
子
�
 
(山
西
)、
野
上
伊
佐
子
�
 

(掛
谷
)、
岡
弘
子
(山
西
)
、
滝
花
安

子
(
今
山
)
、
溝
上
コ
イ
卜
(
棚
野
)
、

東
山
典
子
(棚
野
)
、
緒
子
真
乃
(
棚

野
)、
橋
本
絹
子
(
横
瀬
)、
市
川
百
合

子
(
与
川
内
)
、
浦
田
嘉
代
子
(
与
川

内
)
大
谷
利
恵
(
坂
本
)
、
横
井
ハ
�
 
7

エ
(
久
国
)
、
中
田
ミ
チ
ヨ
(
久
国
)
。

J
J は

じ
め
て
、
お
子
さ
ん
が
保
育
所

へ
入
所
さ
れ
る
お
母
さ
ん
が
た
に
は
、

不
安
と
期
待
の
気
持
で
入
所
の
日
を

待
ち
わ
び
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
保
育
所
へ
入
所
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
ど
ん
な
こ
と
か
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

モ
洗
い
を
例
に
と
っ
て
み
る
と


入
所
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
桶
の
中


に
入
れ
ら
れ
た
イ
モ
の
よ
う
に
、
保


育
者
を
中
心
に
イ
モ
と
イ
モ
が
触
れ


合
っ
て
押
し
合
い
を
し
た
り
、
あ
ら


そ
い
に
な
っ
た
り、

が
ま
ん
し
な
け


れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま


す
。
家
庭
と
違
っ
て
周
囲
が
自
分
を


中
心
に
動
い
て
く
れ
ま
せ
ん
。
イ
モ


と
イ
モ
が
触
れ
合
っ
て
皮
が
と
れ
て


い
く
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
や


活
動
が
広
く
、
深
く
な
っ
て
い
く
こ


と
に
よ
っ
て
、
集
団
生
活
で
の
ル
�
 
1
 

43
a
 

母
校
へ
テ
ン
ト
を
寄
贈

生
小
卒
業
生
が
初
老
記
念
と
し
て

こ
の
ほ
ど
、
生
比
奈
小
学
校
の
昭
和

二
十
四
年
度
卒
業
生
有
志
(
男
子
)
三

十
九
人
の
か
た
が
た
が
、
初
老
記
念

と
し
て
、
母
校
へ
テ
ン
ト
三
張
を
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

〈写
真
〉

生
比
奈
小
学
校
で
は
、
こ
の
テ
ン

ト
に
よ
っ
て
球
技
大
会
や
運
動
会
、

そ
の
他
の
室
外
活
動
に
利
用
し
て
、

炎
天
下
で
も
、
児
童
た
ち
が
涼
し
い

所
で
休
憩
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

ル
を
学
び
、
社
会
性
を
身
に
つ
け
て

い
く
の
で
す
。

遊
び
を
と
お
し
て
生
活
経
験
を

保
育
所
は
、
文
字
や
絵
を
書
く
こ

と
を
教
え
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
遊
び
を
と
お
し
て
、
生
活
経
験

を
拡
大
さ
せ
る
な
か
か
ら
将
来
立
派

な
社
会
人
と
な
る
よ
う
、
人
生
の
基

礎
づ
く
り
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
保

育
所
の
生
活
は
遊
び
が
中
心
で
す
。

そ
の
遊
び
が
健
康

・
社
会
・
自
然

・

言
語

・
造
形

・
音
楽

・
リ
ズ
ム
の
六

領
域
に
分
か
れ
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
成
長
を
す
る
よ
う
、
保
育
計
画
を

作
成
し
ま
す
。
そ
の
保
育
計
画
に
基

づ
い
て
、
豊
か
な
情
操
を
養
ぃ

、
た

く
ま
し
い
人
間
性
を
育
て
る
よ
う
保

育
者
は
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
保
育
所
へ
入
所
す
る
三
歳
か

ら
五
歳
は
視
覚
・
聴
覚

・
味
覚

・
喚

党

・
触
覚
の
五
感
が
も
っ
と
も
鋭
敏

に
働
く
時
期
で
、
何
で
も
受
け
入
れ

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
時

期
に
、
こ
家
庭
で
も
し
っ
か
り
と
し

た
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
よ
う
、

家
族
で
育
児
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

指
導
さ
れ
る
よ
う
心
が
け
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
入
所
前
後
に
、
お
母
さ
ん

が
た
に
心
が
け
て
お
い
て
ほ
し
い
点

に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
す
と

争
名
前
を
呼
ば
れ
た
ら
「
ハ
イ
」
と

元
気
よ
く
返
事
が
で
き
る
。
�
 

功

労

賞

殿
川
忠
次
郎
(
棚
野
)
、
豊
田
要
助

(
中
角
)
、
呑
口
久
子
(
横
瀬
)
、
新
居

ア
サ
コ
(
坂
本
)
、
今
川
和
人
(横
瀬
)、

栗
城
政
美
(
中
山
)
、
松
浦
ヤ
ス
エ

MUS04
スタンプ
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スタンプ

MUS04
テキストボックス
保育所はこんなところですはじめて入所されるお母さんへ
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昭和51年社会総合大学が閉校ユニークな社会教育に注目



'IJ込 フ ら 第82号昭和52年 4月1日

昭和52年度第1回狂犬病予防注射日程表

午 前10・00-]0:20坂本質紫僑

あ
り 
か
と
う

H

0)(1ザコ

坂本郵便局前�  

月

4 

坂 本大師前停留所�  

18 勝股坂本事業所前

日 与 川内 公会堂前�  

明) 勝 股与川内砂業所前�  

勝浦病院前�  

徳 パス横瀬営業所前

勝燥機 j頼事業所前�  

月

4 

中山権現橋�  

19 <t 山 機� 

日 立川天井荷l橋

(刈 棚野公会堂�  

勝浦電報電話 局 前� 

今山 神社前

¥ノ 今山センタ-n可� 10 :10-10 :40 

回中食堂横 �  11:00-11:20 
月

生比梨�  f昆� f品 前�  11 :30-11 :50 
22 

老人いこい の 家 午 後 1・00- 1 :30 
日

i・40-2 10中角湯浅 医院�  n'J 
と笛

生比奈石油前�  2 :20-2 :50 

勝浦町役場�  3 :00-3 :30 

4 
勝 浦 ~エh 自直� 10: 50-11 :20 

月
森内氏宅池の横�  11 :30-11 :50 

21 
星谷選来場前 午 後 1:00-1 :30 

日
1 :40- 2 :20生名東林�  l伝� 

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

|"|!
聾1すよう

付守 F

川

一山
i

4 に

。

:
1
・

開

立

川

竹

田

あ

ゆ

み

出

わ

針ν

m

M

星横一

谷瀬
、』ー〆'

山中
国野

千
鱒直

坪

井

博

上
村
正
賞

大
西
図
司

倉
橋
孝
明

三
木
茂
人

大
山
一
男

花
房
芳
樹

生中棚生沼沼棚
名山野名江江野

長
男

美

紘

長
女

朋

子

二
女

美
枝
子

四
女

知

子

長
男

啓

史

二
女

千

恵

長
女

美

紀 

-vご
結
婚
お
め
で
と
う

や
お
く
や
み
申
し
ま
す

横

瀬

横

瀬
棚

野

久

図

星

谷

与
川
内

生

名

沼

江

北
本

斎
藤

高
井

二
木

f ヘ
沼
江

戸
沼
江

「
中
角

徳
島
市

井
上
庄
太
郎
(
位
歳
)

浅
田
昌
美
(
印
歳
)

鶴
岡
百
合
子
(
幻
歳
)

岡

隆

弘 

(
判
歳 
)

松
下
孝
市
(
位
歳
)

勢
回
源
一
(
市
歳
)

平
井
コ
イ
ノ
(
叩
歳
)

石
田
カ
ネ
(
沌
歳
)

詠
は
毎
月
七
日
ま
で
に

三
句
ハ
ガ
キ
で

三

争

そ

の

他

金

二

千

円

米
国
孝
平
さ
ん
(
横
瀬
)

こ
れ
ら
の
善
意
は
、
普
意
銀
行
へ

寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
す
。
心
か
ら
あ

っ
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
善
意
銀
行
の
受
付
は
町
社

会
福
祉
協
議
会
(
住
民
福
祉
セ
ン
タ

ー
内 
)
で
行

っ
て

い
ま
す
。

(削
引
叶
パ
川
削
引
け
リ
バ 

1
1

叶
引
制
引
引
)
什
引 

1
1
1

引
引
け
引
什
削
引
ハ
イ)

一
驚

も

釆

な

い

狭

庭

の

梅

が

散

り

食

品

が

気

に

な

る

ク

イ

ズ

考

え

る

海

兵

で

あ

り

し

墓

あ

り

山

笑

う

一

市

坂

本

日

浦

翠

峰

横

瀬

田

中

瀬

流

棚

野

太

田

正

平

一

一
外
孫
に
萎
び
た
乳
一房一
も
用
を
成
し
婆
さ
ん
に
さ
れ
る
電
話
に
う
ろ
た
え
る
付
添
の
親
が
入
学
し
た
気
取
り 

…
子
育
て
の
基
本
を
嫁
へ
語
り
つ
ぐ
だ
ま
さ
れ
て
も
い
い
き
中
年
も
う
終
る
制
服
の
ひ
ざ
ぶ
し
清
し
新
社
員

一
4

一

坂

本

谷

さ

き

女

横

瀬

中

国

万

里

沼

江

橋

谷

黒

趨

一

一
亡
き
父
の
使
い
し
杖
を
受
け
つ
ぎ
し
温
み
あ
る
言
葉
に
自
我
を
恥
じ
る
今
日
眠
れ
ぬ
夜
造
花
の
パ
ラ
が
赤
す
ぎ
る

一

市
目
覚
し
に
起
き
れ
夢
の
ま
だ
覚
め
ず
蒔
き
た
て
を
蹴
散
ら
す
犬
に
石
を
投
げ
寝
て
る
か
も
知
れ
ぬ
家
族
え
買
っ
お
寿
司

坂

本

谷

富

士

中

山

構

内

小

菊

沼

江

大

岡

小

枝

一

一
霊
園
に
胸
を
痛
め
て
い
る
み
か
ん
出
荷
終
ゆ
み
か
ん
に
痛
む
腰
を
も
み
か
ま
ぼ
こ
も
竹
輪
も
や
せ
る
北
の
海
一

一
適

当

に

孫

と

遊

ん

で

若

返

る

合

格

を

す

れ

ば

神

様

用

は

無

し

踏

み

消

し

た

吸

殻

嘘

を

知

っ

て

い

る

一

い

と

女

立

川

堀

梅

子

横

瀬

稼

勢

都

景

一

帰

省

し

た

孫

に

合

せ

る

標

準

語

一

一 一

ー

ま
た
聞
き
の
話
他
人
の
無
責
任

年
寄
り
の
出
る
幕
少
し
あ
け
て
く
れ
さ
い
。

く

お

し

ゃ

れ

で

は

な

い

ネ

ク

タ

イ

争

奪

え

て

安

一

パ
|
ゲ
ン
の
折
、
込
不
況
を
う
っ
た

え

る

送

り

先

勝

浦

町

渓

一

一

の
構
老
眼

鋭

を

置

き

忘

れ

稼

勢

広

-v

お
誕
生
お
め
で
と
う

生

名

山

崎

花

江

次

回

刊

酬

は

性

に
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
役
句
く
だ
一

一 

向
山
い
い
以
酬
即
日
一
一
引 

10: 30-]] :00 

]] :10-11 :40 

午 後 �  :00-1 :40 

1 :50-2 :20 

2 :30-3 :00 

3 10-3 :40 

午 前 9:30-10: 00 

10:10-10:50 

11 :00-11: 20 

11:30-11:50 

午 後 l・20-1・40

2 :30-3 :00 

10- 3 :30 

午 前 9:30-10:00 

'
香
典
返
し
に
か
え
て

金

三

万

円

岡
シ
ズ
エ
さ
ん
(
久
国
)

洗
濯
機
二
台
(
勝
浦
病
院
へ 
)

浅
田
マ
モ
ル
さ
ん
(
久
国
)

飼
い
犬
は
、
毎
年
一
回
の
登
録
と

O

川 杯
。

山

夫
さ
ん
(
都
景
)
ま
で

一
一……

r 

幸清晴義
子治美博

e

一
一 一 

二
固
め
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な

O
O

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

円

五
十
二
年
度
第
一
回
分
を
次
の
日

円 

程
で
、
各
地
区
を
巡
回
し
て
行
い
ま

こ
"さ
い
ま
し
た

生名ヒ ン タ� - fJiJ 

勝浦町役場�  

石原セノタ 一 前

古山商庖 横� 

2 :30-2 :50 

3 :00-3 :30 

午前 9 ・30-10:00 

JO: 10-10: 50 

す
の
で
、
最
寄
り
の
場
所
に
お
い
て

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

登

録

料

三

注

射

料

五

九 

MUS04
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MUS04
テキストボックス
わたしの作品




